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歴史文化基本構想推進事業 瀬戸の魅力再発見　せと　歴史と文化財を知る見学会　

「陶器生産の変革　瀬戸・美濃窯　中世窖窯から近世連房まで」

日時：令和元年 11 月 30 日 ( 土 )

見学コース：　午後 1 時 0 ０分　　古窯館（南山 8・9 号窯跡）

( 予定時間 )　　　   1 時 3 ０分　   展示説明

　　　　　　　　　 3 時００分　   復元古窯

　　　　　　　　　 3 時３０分　   自由散策・解散

主催：瀬戸市・( 公財 ) 瀬戸市文化振興財団
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瀬戸市域の主な指定・登録文化財 今回見学する文化財とその関連年表やきもの生産
の変遷
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企画展「陶器生産の改革

　　　　－江戸中期の瀬戸窯と美濃窯－」

復元古窯

南山 9Ａ～Ｃ号窯操業
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窯構造の変遷

　「せともの」の名称で知られるやきものの町、
瀬戸市。千年以上焼き物をつくり続けてきた瀬
戸市では、これまで平安時代から江戸時代にか
けての窯跡が 813 か所で確認されています。こ
の中で、最初に築かれたのが海上の森にある「広
久手第 30 号窯跡」と考えられており、現在も発
掘調査された当時の姿のまま保存されています。
　広久手第 30 号窯が焼き物を焼いたのは、10
世紀の中頃、平安時代の中期にあたります。こ
の時代に使われた窯は、「窖窯（あながま）」と
呼ばれるもので、丘陵斜面をトンネル状に掘り
ぬいた地下式、もしくは半地下式の単純な構造
のものでした。窖窯は手前から燃料である薪を
くべる「焚口」、薪を燃やす「燃焼室」、製品を
置いて焼く「焼成室」、煙突にあたる「煙道部」
に分かれていました。この構造の窯体は室町時
代までの約 500 年間築かれ続け、瀬戸市内では
今回見学する「南山 9 号窯跡」や、国の史跡に
指定されている「小長曽陶器窯跡」でも当時の
姿を見ることができます。
　15 世紀末、戦国時代になると、新しい構造の
窯が登場します。「大窯（おおがま）」と呼ばれ
るその窯は、地下式の窖窯とは異なり窯体を地
上に構築したもので、天井を高く架けることに
より窯内の容積を大きくすることが可能となり、
生産量が飛躍的に増大しました。地上に構築さ
れるようになったため、焼成室には天井を支え
る天井支柱が設けられたほか、窯内の熱効率を
高くするため、分炎柱左右に障壁を垂れ下げ、
燃焼室の床面に小分炎柱と昇炎壁を設けて窯内
の燃焼ガスの圧力を高める工夫がなされました。
　江戸時代初期には、焼成室が階段状にいくつ
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も連なった「連房式登窯」が瀬戸でも採用され
るようになります。窯体全体の大きさは、これ
までの大窯と比べ極めて長大となり、一度に焼
成可能な製品の量もさらに多くなります。ただ
し、一つ一つの焼成室の容積は大窯に比べて小
さいうえに、下の房からの廃熱がそのまま上の
房でも利用されるため、熱効率に非常に優れた
窯体だったといえます。
　なお、この連房式登窯を改良して、江戸時代
後期には大型の磁器製品を焼成するための「丸
窯（まるがま）」が、また、江戸時代の終わりご
ろには「古窯（こがま）」と呼ばれる小型の磁器
製品を生産するための窯体が登場し、この頃か
ら従来の陶器生産を行った連房式登窯のことを

「本業窯（ほんぎょうがま）」と呼ぶようになり
ました。このうち、瀬戸染付工芸館には市内で
唯一残された古窯が市の指定文化財として保存
されています。
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南山 8・9 号窯

　南山 8・9 号窯跡は、瀬戸市域の最も南の丘
陵である幡山丘陵のほぼ中央部に位置し、標高
135m 前後の南向き斜面に立地していました。
　愛知県陶磁美術館の駐車場を作る際に発掘
調査が行われ、二つの窯跡のうち、9 号窯跡は
9A・9B・9C ・9D の 4 基の窯体で構成されてい
ることがわかりました。
　8 号窯は、煙道部から焼成室上方が削れて無
くなっていました。残存する長さは 5.4m、最大
幅は 2.4m を測ります。この窯で生産されたや
きものは、「山茶碗」と呼ばれる釉薬が施されな
い日常雑器で、出土した山茶碗の年代から、こ
の窯の操業は 11 世紀末～ 12 世紀前葉と考えら
れます。
　９A 号窯は、窯に向かって一番左側に構築さ
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れた窯体です。煙道部の先の部分が削れて無く
なっていましたが、それ以外は非常に残りのい
い状態で発掘されました。長さは 7.5m、幅は
2.7m で、天井がほぼそのまま残っていたため、
床面から天井まで最大 1.3m の高さがあったこ
ともわかりました。この窯では、13 世紀中ごろ
の山茶碗が生産されました。
　9B 号窯は 9A 号窯右側に構築された窯体です。
長さは 7.9m、幅は 2.8m あり、9A 号窯よりも
大きいのが特徴です。操業時期は 13 世紀中ごろ
と思われますが、9A 号窯の後に操業したと考え
られています。
　9C 号窯は 9B 号窯のさらに右側に構築された
窯体です。焼成室の上半が滅失してしまってい
ますが、残された床面には「焼台」といわれる、
製品を床面に据え付けるための窯道具が残され
ていました。この焼台を観察すると、据え付け
られた山茶碗の高台の跡が残されているのがわ
かります。操業年代は 13 世紀後葉で、一番最後
に稼働した窯であることがわかっています。　　　
　この他、9C 号窯の焚口手前に 9D 号窯が確認
されました。この窯は一番早く操業を開始した
窯で、11 世紀中ごろに「灰釉陶器」と呼ばれる、
釉薬を施したやきものを生産していました。

南山 8 号窯　焚口側から

南山 9A 号窯　煙道部側から
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南山 8・9 号窯跡　窯体配置図

覆屋の範囲

南山 8 号窯　窯体実測図
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南山 9A 号窯　窯体実測図

南山 9B 号窯　窯体実測図
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南山 9C 号窯　窯体実測図

南山 9D 号窯　窯体実測図
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復元古窯（登窯）

　江戸時代末期から明治時代初頭に瀬戸で使わ
れた窯を復元したものです。磁器・陶器双方を
焼くことができます。
　南山 8・9 号窯が 1 本のトンネルのような形
をしていたのに対し、こちらは小さな部屋がい
くつも連なる形をしています。下から順に上に
上がりながら焼いていきます。
　毎年 1 回行われる窯焚きによって、様々なこ
とがわかってきました。

焚口
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火入れ
ナル終了、松割木投入開始

一の間薪投入開始 二の間薪投入開始 三の間薪投入開始 焼成終了

一
の
間
色
見
①

一
の
間
色
見
②

一
の
間
色
見
③

一
の
間
色
見
④

一
の
間
色
見
⑤

二
の
間
色
見
①

二
の
間
色
見
②

二
の
間
色
見
③

二
の
間
色
見
④

二
の
間
色
見
⑤

三
の
間
色
見
①

三
の
間
色
見
②

三
の
間
色
見
③

12801280 1280

13001280 1320

12801280 1280

12801280 1280

12801280 1280

12801280 1280

13001280 1320

13001320 1350

12801320 1320
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窯の中の温度には

バラツキがあり、

焼き上がりにも影響します。

焼成室別の温度変化

①：一の間天井付近　②：一の間床面付近　③：二の間天井付近
④：二の間床面付近　⑤：三の間天井付近　⑥：三の間床面付近
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窯の位置による焼き上がりの様子の違い
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今後のスケジュール
　＜３月＞
　 せと歴！　「広久手古窯群の発掘現場を見に行こう」（仮称）
　　日　時：令和 2 年 3 月 7 日（土）　  午前 9 時～ 12 時　午後１時 ~ 午後 4 時
　　集合・解散場所：瀬戸市文化センター駐車場
　　内　容：名古屋市東部において古墳時代に誕生した東海地方のやきもの文化は、平安時代
　　　　　　後半になって瀬戸市内にまで広がってきます。その出発点が瀬戸市南東部の広久
　　　　　　手古窯跡群です。その中の一つ、「広久手 C ３窯跡」で発掘調査が行われます。
　　　　　　今年度最後の「せと歴」は、発掘現場を見学し出土品に触れるとともに、海上の
　　　　　　森の景観も見てまわります。
　　参加費：無料

　　★定員 27 名に達し次第受付を終了します。詳しくは広報せと 2 月 1 日号に掲載します。

　　　　昨年度、新たに瀬戸市の歴史文化に関するホームページ「瀬戸市の歴史・文化～
            １０００年以上の歴史を誇るせともののまち 陶都瀬戸～」を開設しました。
　　　　これまでに開催した「まちめぐり」の資料や瀬戸の古い町並みなどの写真、さら
　　　に昨年度刊行した瀬戸市歴史文化ガイドブック「千年続く誇りを巡る旅」、瀬戸を
　　　知るテーマ別ガイド「のんびりじっくりせとマップ」、瀬戸の百科事典「瀬戸ペディ
　　　ア」などが閲覧・ダウンロードできます。ぜひご活用下さい。

アドレス：http://seto-guide.jp/

本事業は、平成 31 年度文化財保存活用地域計画等を活用した観光拠点づく

り事業（文化芸術振興費補助金）を活用して実施しています。

主催：瀬戸市歴史文化基本構想を活用した観光拠点形成のための協議会（瀬戸市地域振興部文化課）

瀬戸市歴史文化ホームページ


